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■主催／全国生涯学習ネットワークフォーラム  2014宮城大会  実行委員会
全国生涯学習ネットワークフォーラム 2014宮城大会 実行委員会事務局
（宮城県教育庁 生涯学習課 生涯学習振興班内）
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syogakl@pref.miyagi.jp (syogakの次の文字はｌ《エル》です)

お問い合せ

E-mail
TEL FAX

11月18日火
　　 ～19日水

平成26年

日立システムズホール仙台
（仙台市青年文化センター）

開催日

メインフォーラム

会　場

ネットワークフォーラム2014宮城大会 検  索

10月30日木
平成26年

石巻市遊楽館

開催日

プレフォーラム

会　場
ゆう がく かん

つながる力が地域をつくり未来をひらく ～震災からの学びと気づきを次の一歩へ～

11月20日木
平成26年

開催日

沿岸地域訪問

①気仙沼市・南三陸町コース
②石巻市・東松島市・女川町コース
③名取市・亘理町・山元町コース写真提供：宮城県観光課

内容の詳細は こちら をご覧ください。スマホ・携帯電話は こちら から



プレフォーラム

石巻市 遊楽館
〒 987-1103　宮城県石巻市北村字前山15－1

TEL. 022－72－3561

10月30日［木］10：00～16：20

開会行事・オリエンテーション

交流セッション

　交流セッションで抽出された課題やパネルディスカッションの内容を踏まえてグループワークを行い，
今後の活動継続と更なる充実や，ネットワーク形成に向けて熟議し，全体で共有します。

グループワーク・全体会

参加団体等の活動状況紹介と課題の共有
　参加団体等の活動状況を紹介したパネルを自由に見学し，互いの活動内容を知る機会とします。
また，グループワークで課題の共有を図りながら，交流を深めていきます。

コーディネーター：プランニング開　代表取締役
東北学院大学　教授

……… 新田　新一郎　氏
……………………… 水谷　修　氏

コーディネーター：東北学院大学　教授
プランニング開　代表取締役

……………………… 水谷　修　氏
……… 新田　新一郎　氏

パネルディスカッション

活動の継続と更なる充実,ネットワーク形成に向けて
　下記の方々をパネリストとしてお迎えし，午前の交流セッションで話題となった課題等に触れながら，
様々な観点から，今後の活動継続と更なる充実や，ネットワーク形成に向けてのヒントを探ります。

コーディネーター：
パネリスト：

石巻専修大学　教授
神戸大学　教授
いのちの森をつくる会　会長
一般社団法人ＲｅＲｏｏｔｓ　代表理事

…………………… 木村　民男　氏
………………………… 松岡　広路　氏

………… 古藤野　靖　氏
…… 広瀬　剛史　氏

　参加団体等の活動状況を広く知ってもらうとともに，今後の活動の広がりやネットワークづくりのきっかけとして
いただくため，各団体の活動状況を紹介したパネルの掲示や冊子の作成を行います。
　別紙「参加団体等活動紹介パネルについて」と「参加団体等活動事例冊子について」をご覧いただき， お申し込
みください。

参加団体等活動紹介パネル・活動事例冊子について
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※宮城県内で活動している方が
　中心となります。



メインフォーラム

日立システムズホール仙台（仙台市青年文化センター）
〒981－0904　宮城県仙台市青葉区旭ヶ丘３－２７－５

TEL. 022－276－2108

11月18日［火］10：00～16：301 日目

オープニングイベント

開会行事

イントロダクション

被災地域の郷土芸能等

　東日本大震災によって，私達は多くの尊い命や様々なものを失いました。しかしながら，そこから得た
学びや気づきもありました。それは，子どもの力や，地域における普段からのつながりの大切さなどでした。
　震災で最も被害が大きかった宮城県だからこそ伝えたい，震災からの学びと気づきの事例をパネルディ
スカッション形式でご紹介します。

パネルディスカッション

宮城から発信する震災からの学びと気づき

　震災からの学びと気づきを自らの活動に活かすきっかけとなるよう，下記のテーマに分かれて，グルー
プワークで互いに学び，全体会で共有します。

グループワークⅠ・全体会

震災からの学びと気づきを生かすために

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

復興に向けたみやぎの歩み・プレフォーラムの成果

テーマ １

コーディネーター：
パネリスト：

宮城教育大学教育復興支援センター　副センター長
プランニング開　代表取締役　
学校支援地域本部「黒松もりあげ隊」　スーパーバイザー
南三陸町立戸倉小学校　教頭

…… 野澤　令照　氏
……………………… 新田　新一郎　氏

… 今野　久美子　氏
……………………… 坂本　忠厚　氏

コーディネーター：宮城教育大学教育復興支援センター・副センター長… 野澤　令照　氏

『地域づくりに子どもの力を生かすためには』
テーマ ２『普段からの地域のつながりをどうつくり，どう育てるか』
テーマ ３『地域活動を支える人々を生かすには』

　参加団体等の活動状況を広く知ってもらうとともに，今後の活動の広がりやネットワークづくりのきっかけとして
いただくため，各団体の活動状況を紹介したパネルの掲示や冊子の作成を行います。
　別紙「参加団体等活動紹介パネルについて」と「参加団体等活動事例冊子について」をご覧いただき， お申し込みく
ださい。

参加団体等活動紹介パネル・活動事例冊子について



メインフォーラム

沿岸地域
訪問

11月20日［木］

11月19日［水］
   9：30～16：30

2 日目

事例発表

閉会行事

全国の事例からつかむ課題解決の糸口
　下記のテーマで４人の事例発表者の方から，それぞれの活動事例のエッセンスを紹介していただきます。
そこから，地域課題解決の糸口を探り，課題解決に向けた取組につなげる機会とします。

　フォーラム全体の総括をします。

ポスターセッション・活動団体紹介
　フォーラム参加団体等や宮城県内の大学で取り組んでいる，地域連携などの活動について，ポスターセッ
ションによる紹介を行います。

被災地の“今”を知る～震災を忘れないために～
　沿岸地域を訪問し，被災地の今を知っていただきます。

質疑応答・グループワークⅡ・全体会

学びと気づきを次の一歩へ！！
　全国事例の発表者への質疑応答を行います（事前申込でテーマごとに分かれます）。その後，フォーラム
全体をとおして，今後，「何が実践でき，そのために何が必要か」をグループワークで熟議し合い，さらに
自らの次の行動について考え，行動に移す機会とします。

テーマ １

コーディネーター：学校と地域の融合教育研究会　会長 …… 宮崎　稔　氏

高崎経済大学　教授
全国コミュニティ・スクール連絡協議会　顧問

…………………………………… 大宮　登　氏
…… 貝ノ瀬　滋　氏

コーディネーター：東北学院大学　教授
一般社団法人ワカツク　代表理事

…………………… 水谷　修　氏
…… 渡辺　一馬　氏

『社会教育施設を中心とした，学びをとおした地域づくり』
テーマ ２『人口減少地域の，学びをとおした地域づくり』
テーマ ３『自治会を中心とした，学びをとおした地域づくり』
テーマ ４『地域のみんなでつくる学びの場』
※事例発表者は調整中です。 また， テーマを変更する場合がございますので， 内容が決まり次第， 大会ＨＰに掲載いたします。

①　気仙沼市・南三陸町コース
②　石巻市・東松島市・女川町コース
③　名取市・亘理町・山元町コース

※コースの詳細は調整中です。決まり次第，大会ＨＰに掲載いたします。
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